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日 時 平成２３年１月３１日(月)  １６時 開会 

会 場 メルパルク東京  ５階 ｢瑞雲の間｣ 

第４回 研究助成論文報告会

財団法人 ゆうちょ財団

 

（平成 21 年度 研究分）



 

第 ４ 回  研 究 助 成 論 文 報 告 会 

 
 

◆報告会 （ 瑞雲の間 5 階 16 時 00 分～18 時 00 分 ） 

 

 

16：00 開会の挨拶 

財団法人 ゆうちょ財団 

理事長 

朝 日 讓 治 

   

16：10～16：35 高屋 定美 関西大学商学部教授 

 ｢欧州金融市場での金融危機と実体経済への影響」 

16：35～17：00 坂和 秀晃 名古屋市立大学大学院経済学研究科講師 

 ｢東京証券取引所の改革と証券市場の透明性」 

17：00～17：25 菅野 正泰 神奈川大学経営学部准教授 

 ｢金融機関のリスク資本の評価・管理｣ 

17：25～17：50 唐木 宏一       ソーシャル・ファイナンス研究所代表 

 「アメリカのコミュニティ投資と個人金融」 

 終 了  

 
 

◆ 意見交換会 （ 牡丹の間 3 階 18 時 10 分 ～ ） 

 

 

報 告 概 要 

◎ 高屋
たかや

 定美
さだよし

 ｢欧州金融市場での金融危機と実体経済への影響」 

2007 年から始まる、米国でのいわゆる「サブプライム危機」は、世界的な金融・経済危

機をもたらした。米国でのサブプライム危機が、金融・経済危機としてまず表面化したの

が欧州であり、その影響は金融市場だけにとどまらず、実体経済にも衝撃を与える結果と

なった。従来、間接金融が主体であったはずの欧州の金融機関が、なぜ金融派生商品をは

じめとする証券化商品の購入に傾斜していったのか、現在の金融・経済危機対応の EU での

経済政策は適切であったのか、を検証する。 

◎ 坂和
さかわ

 秀晃
ひであき

 ｢東京証券取引所の改革と証券市場の透明性」(生方
うぶかた

 雅人
ま さ と

（釧路公

立大学経済学部・講師）との共同研究) 

近年、証券市場の透明性に関する注目が集まっている。その中でも特に、証券市場にお

ける取引に関する透明性を高めることは、重要なテーマである。証券市場を利用する投資

家間の非対称情報の問題を緩和して、市場の流動性を高めるためには、証券市場の透明性

を高める意義は大きいと考えられている。具体的には、2003 年の東証の透明性を高める改

革が実効性を持っていたのかどうかを検証するために「流動性」・「市場における投資家間

の非対称情報の程度」の 2 点に注目して実証分析を行う。 

◎ 菅野
かんの

 正泰
まさやす

  ｢金融機関のリスク資本の評価・管理」 

金融機関は、財務の健全性の確保、及び収益性の改善を図るため、信用リスク、市場リ

スク、流動性リスク、及びオペレーショナルリスクなどについて、リスク管理を組織的・

総合的に行うことが必要とされている。しかし、本邦金融機関の多くは、各事業部門等が

内包する種々のリスクをカテゴリー毎の縦割型管理（サイロ型管理）するところが太宗と

なっている。したがって、リスク合算プロセスの改善余地は大きく、今金融危機のような

非常時に対応可能なリスク管理手法を研究する。 

 

◎ 唐木
か ら き

 宏一
こういち

  ｢アメリカのコミュニティ投資と個人金融」 

 

20世紀終盤以降、主流的な金融機関によって取引対象からあらかじめ除外されがちな層

に対して、むしろ積極的に取引をおこなう金融事業活動が、世界各国で存在感を増しつつ

ある。それらオルタナティブな金融事業活動を、ソーシャル・ファイナンスと呼ぶ。本研

究では、ソーシャル・ファイナンスと「個人金融」について、アメリカでの実地調査を踏

まえ考察を加えた上で、さらに日本へのインプリケーションを行う。 

 


